
 
 

 平成１9年 6月 28 日 

各     位 
 会 社 名     株 式 会 社      オ ー タ ケ           
 代 表 者     取締役社長 鈴  木   照           

 （ＪＡＳＤＡＱ・コード７４３４） 

 問合せ先  取締役経理部長 堀  部  浩  市 

     Ｔ Ｅ Ｌ      （０５２）５６２－３３１１（代表） 

 

平成 19 年 5月期通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

  当社は、平成 19 年 6 月 28 日開催の取締役会において、平成 19 年 1 月 19 日付当社「平成 19 年 5 月

期中間決算短信」において発表いたしました平成 19 年 5 月期（平成 18 年 6月 1日～平成 19 年 5 月 31

日）の業績予想及び配当予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１． 業績予想及び配当予想の修正 

 （単位：百万円） 

 
売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

1 株当たり 
期末配当金 

前回予想（A） 30,000 1,400 800 25 円 

今回予想（B） 30,100 1,430 875 33 円 

増減額（B-A） 100 30 75 8 円 

増 減 率 ( % ) 0.3 2.1 9.4 32.0 

前 期 実 績 28,739 1,298 787 
普通配当 25 円 
記念配当 5円 

 

２．修正理由 

  (1)  売上高につきましては、素材の高騰に伴う仕入価格の上昇を販売価格に十分転嫁できないこ

とや、商品不足等により大変厳しい状況にありましたが、全社を挙げての営業努力により、前

回予想を若干上回る見通しです。 

(2)  経常利益につきましては、仕入価格上昇により採算悪化の懸念がありましたが、採算重視の

営業活動やローコスト経営に徹したことにより前回予想を若干上回る見通しです。 

(3)  当期純利益につきましては、民間設備投資の増加等により管材業界全体の業績が回復してい

るため、貸倒懸念債権の見直しを厳正に行った結果、貸倒引当金戻入 89 百万円を特別利益にて

計上する見込みとなりました。このため、前回予想に比し 9.4％増加の 875 百万円になる見通

しです。 

(4)  よって、前回予想では１株当たりの期末配当金を 25 円（年間配当金）と発表しておりました

が、過去最高の業績を計上することができる見込みであり、今回 33 円（普通配当 25 円、特別

配当 8円）と修正させていただきます。 

 

（注）上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さま

ざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。                      
以上  


